
おかわりしたいな
 倉石牛のハンバーグ

うま～いっ！

Vol.608

2 2010広 報 2広 報 2010

Vol.608

◆主な内容◆◆主な内容◆

・町長と地域住民との懇話会　　　　　　②

・ごのへグリーン・ツーリズム　　　　　②

・五戸町成人式　　　　　　　　　　　　③

・健康のつどい　　　　　　　　　　　　③

・学校給食に倉石牛ハンバーグ登場　　　④

・各中学校で立志式　　　　　　　　　　　⑧

・五戸町消防団員募集　　　　　　　　　　⑨

・人権擁護委員再任　　　　　　　　　　　⑩

・交通災害共済に加入しましょう　　　　　⑪

・郷土探訪「ふるさとの歴史ある48景②」　　⑫

・町長と地域住民との懇話会　　　　　　②

・ごのへグリーン・ツーリズム　　　　　②

・五戸町成人式　　　　　　　　　　　　③

・健康のつどい　　　　　　　　　　　　③

・学校給食に倉石牛ハンバーグ登場　　　④

・各中学校で立志式　　　　　　　　　　　⑧

・五戸町消防団員募集　　　　　　　　　　⑨

・人権擁護委員再任　　　　　　　　　　　⑩

・交通災害共済に加入しましょう　　　　　⑪

・郷土探訪「ふるさとの歴史ある48景②」　　⑫

おかわりしたいな
 倉石牛のハンバーグ

五戸小学校の学校給食にて
　　　　　　　　　　　　関連記事…４ページ

うま～いっ！



w

住民の皆さんからさまざまな提言を
いただきました

そば打ちの極意を伝授！？ される親子 ウメをシソの葉で丁寧に包む作業に熱中

反響のあった数々の田舎暮らしメニューを報告するメンバー

住
民
の
声
を
町
政
に
―

　
　
町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

お
い
し
い
梅
干
し
作
り
体
験

そ
ば
打
ち
・
く
し
も
ち
作
り
体
験

　
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
１
月
20
日
、
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
に
よ
る
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

緑
豊
か
な
農
山
漁
村
地
域
に
滞
在

し
て
、
そ
の
自
然
や
文
化
、
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
む
余
暇
活
動
の

こ
と
で
、
同
会
で
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
議
で
は
メ

ン
バ
ー
が
「
農
家
民
泊
で
受
け
入

れ
た
中
学
生
か
ら
礼
状
が
届
き
う

れ
し
い
」
な
ど
と
感
想
を
発
表
。

「
干
し
柿
と
予
防
医
学
と
を
結
び

付
け
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
か
」

な
ど
、
新
た
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
も
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
梅
干
し
作
り
体
験
」
が
１
月

17
日
、
石
ヶ
森
和
子
さ
ん
（
町
ウ

メ
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

長
）
方
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
、
八
戸
市
な
ど
か
ら
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
講
師

の
石
ヶ
森
さ
ん
の
指
導
の
下
、
梅

干
し
を
シ
ソ
の
葉
で
包
み
、
白
砂

糖
で
漬
け
込
む
作
業
を
体
験
。

　
地
元
産
の
ウ
メ
と
自
家
栽
培
の

シ
ソ
を
使
っ
た
梅
干
し
は
農
産
物

直
売
所
な
ど
で
人
気
が
高
く
、
最

後
に
お
土
産
と
し
て
各
１
㌔
が
手

渡
さ
れ
る
と
、
参
加
者
は
「
出
来

上
が
り
が
楽
し
み
」
な
ど
と
喜
び

の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
は
「
そ
ば
打
ち
・
く
し

餅
作
り
体
験
」
を
１
月
24
日
、ふ
る

さ
と
の
味
伝
承
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
八
戸
市
な
ど
か
ら
参
加
し
た
13

人
は
、
講
師
の
大
久
保
イ
ト
さ
ん
、

大
久
保
セ
ツ
さ
ん
、
川
h
啓
子
さ

ん
を
手
本
に
し
て
『
そ
ば
粉
を
こ

ね
る
、
の
し
棒
で
延
ば
す
、
そ
ば

切
り
包
丁
で
切
る
、
ゆ
で
上
げ
る
』

の
４
工
程
を
体
験
。
さ
ら
に
郷
土

食
の
く
し
も
ち
作
り
も
体
験
し
ま

し
た
。
最
後
に
郷
土
の
味
「
す
ま

し
」
の
ダ
シ
を
作
り
、「
十
割
そ
ば
」

の
味
を
堪
能
。

　
参
加
者
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
「
そ
ば
打
ち
は
こ
つ
を
つ
か

む
の
が
難
し
い
、
ま
た
来
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
「
町
長
と
地
域
住
民
と

の
懇
話
会
」
を
２
月
２
日
か
ら
４

日
ま
で
五
戸
、
倉
石
、
浅
田
、
豊

間
内
、
川
内
の
５
地
区
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
行
政
側
は
三
浦
正
名
町
長
は
じ

め
各
課
長
等
が
出
席
。
３
日
間
で

延
べ
60
人
余
り
の
住
民
が
参
加
し
、

財
政
状
況
や
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
、
除
雪
や
道

路
整
備
な
ど
の
要
望
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
提
案
な
ど

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
せ
ら
れ
た
主
な
提
言
・

要
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
実
施
さ

れ
る
場
合
、
い
つ
ど
の
よ
う
に

実
施
さ
れ
る
の
か
？

○
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
概

要
は
？

○
五
戸
高
校
に
介
護
科
を
創
設
し

て
将
来
の
介
護
要
員
を
育
成
し

て
は
ど
う
か
。

○
五
戸
町
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
開
発

し
て
は
ど
う
か
。

○
町
特
産
の
倉
石
牛
、
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
の
取
扱
店
を
紹
介
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

○
独
居
老
人
が
増
え
て
い
る
が
、

町
が
実
施
し
て
い
る
見
守
り
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
か
？

○
五
戸
川
の
サ
ケ
の
遡
上
事
業
の

実
施
状
況
は
？
（
池
ノ
堂
の
頭

首
口
）

○
草
刈
り
な
ど
の
管
理
が
さ
れ
な

い
耕
作
放
棄
水
田
が
増
え
た
。

隣
接
し
た
水
稲
が
カ
メ
ム
シ
被

害
で
２
等
米
に
な
っ
た
の
で
、

草
刈
り
す
る
よ
う
広
報
等
で
農

家
に
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い
。

○
ナ
ガ
イ
モ
の
生
育
ネ
ッ
ト
の
適

正
な
廃
棄
方
法
は
？

○
上
市
川
団
地
内
に
完
成
し
た
集

会
所
の
使
用
方
法
は
？

○
ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
の
整
備
は
い

つ
完
成
す
る
の
か
。

新
メ
ニ
ュ
ー
を
掘
り
起
こ
せ

　
　
田
舎
暮
ら
し
体
験

も
ち

そ
じ
ょ
う



e

恩師と久々の再会

寸劇で参加者の笑いを誘いながら説明

認知症予防メニューを試食

笑顔で友人と記念写真

北上優也さんの決意表明

式典に臨む新成人

新成人代表の川村竜之介さん

　
平
成
22
年
五
戸
町
成
人
式
が
１
月
10
日
、
町
立

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
２
５
２
人

（
男
性
１
２
７
人
、
女
性
１
２
５
人
）
の
う
ち
約

１
６
９
人
が
参
加
し
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩

を
刻
み
ま
し
た
。

　
町
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
、
新
成
人
た
ち
が
自

ら
実
行
委
員
と
し
て
、
式
の
企
画
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
北
上
優
也
さ
ん
が
10
代
目
実
行

委
員
長
を
、
川
守
田
悠
将
さ
ん
、
川
村
竜
之
介
さ

ん
、
川
村
孝
幸
さ
ん
、
芦
名
洋
平
さ
ん
、
野
村
三

里
さ
ん
、
中
里
文
江
さ
ん
、
原
泰
葉
さ
ん
、
上
村

静
佳
さ
ん
ら
が
実
行
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
三
浦
正
名
町
長
が
「
家
族
、
友
人
、

職
場
、
地
域
の
方
た
ち
な
ど
多
く
の
人
と
の
結
び

付
き
を
大
事
に
、
夢
に
向
か
っ
て
積
極
的
に
挑
戦

し
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
北
上
優
也
実
行
委
員
長
が
「
皆
さ
ん

か
ら
の
祝
福
と
励
ま
し
に
感
謝
し
、
社
会
に
出
て

必
要
と
さ
れ
る
人
間
に
な
る
よ
う
目
指
し
ま
す
」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ア
ピ
ル
五
戸
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
恩
師
も
多
数
参
加
し
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

晴
れ
の
門
出　

誓
い
胸
に

　

五
戸
町
成
人
式

　
１
月
18
日
か
ら
29
日
ま
で
町
内

５
か
所
の
会
場
で
、
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
を
考
え
る
「
健
康
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
併

せ
て
開
催
し
、
延
べ
１
７
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
職
員
が
認
知
症

の
予
防
法
に
つ
い
て
講
話
。
「
認

知
症
は
脳
の
病
気
。
早
め
の
受
診

と
周
囲
の
理
解
や
気
遣
い
で
改
善

し
た
り
進
行
を
遅
く
で
き
る
の
で

症
状
が
現
れ
た
ら
、
ま
ず
病
院
へ
」

「
偏
見
を
持
た
ず
に
地
域
み
ん
な

で
優
し
く
手
助
け
し
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
寸
劇
で
は
職
員
５
人
が
、
認
知

症
患
者
と
接
す
る
際
の
良
い
例
、

悪
い
例
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り
や
す

く
演
技
。
「
認
知
症
に
な
っ
て
も

自
尊
心
は
持
っ
て
い
る
の
で
、
言

葉
や
態
度
で
傷
付
け
な
い
」
「
穏

や
か
な
気
持
ち
で
接
し
て
あ
げ
る
」

な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会
（
奥
山
美
子
会
長
）
の
メ
ン
バ

ー
が
、
脳
や
血
管
を
若
く
保
つ
メ

ニ
ュ
ー
「
イ
ワ
シ
の
み
ぞ
れ
酢
」

を
紹
介
。
参
加
者
か
ら
試
食
し
て

も
ら
い
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら
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●乾田直播栽培米
　皆さん、今日は給食の一番はじめに、ご飯
を一口よくかんで食べてみてください。どん
な味がしますか？　いつもの給食のご飯と比
べてどうですか？
　実は、今日の米は「農事組合法人くらいし」
から「味見してください」といただいた物で、
品種は「まっしぐら」です。いつものご飯と
同じですが、育て方に特徴があります。
　普通お米は、種もみをビニールハウスの中
で育て、苗にしてから水を入れた田んぼに植
えて栽培しますね。でも今日のお米は、４月
の初め頃、乾いたままの田んぼを堀り起こし、
土を細かく砕いて、５月の初め頃、直接種も
みをまきます。そして芽が出てきてから、水
を入れて栽培するそうです。この栽培方法を
乾田直播栽培米といいます。収穫時期は１０月
中頃で、収穫量は普通の栽培に比べて少なく
８０％くらいだそうです。農事組合法人で作付
けしている面積の１／４が直播だそうです。
この方法だと苗を作る手間と経費がかからな
いので、これから増やしていくそうです。ま
だ一般に売り出されていないのですが、一足
早く皆さんが味見できることになりました。
作業風景を思い浮かべながら農家の方に感謝
して残さずにいただきましょう。

●あおもり倉石牛

　倉石牛とは、五戸地方で育てられたすべての牛

をいう訳ではなく、日本食肉格付協会の規格に合

った最高級品の牛だけに付けられる名前です。

　牛の餌は成長に合わせて前期、中期、後期の３つ

に分けられ濃厚飼料と粗飼料を食べさせるそうで

す。濃厚飼料は、大麦、大豆粕、トウモロコシ、

米ぬかなどで、粗飼料は、稲わら、牧草です。そ

れぞれの牛に合わせた、微妙な配合により高品質

の牛肉の生産に努めているそうです。そんな倉石

牛を地産地消の一環として町からいただきました。

　今年も手作りハンバーグでいただきます。一度

に全校分を作ることができないので４回に分けて

お届けします。一生懸命育ててくださった方に感

謝していただきましょう。

乾田直播栽培米を味わう中市小児童

倉石牛ハンバーグおいしかったです（五戸小児童）

安
全
・
安
心
を
子
ど
も
た
ち
に

地
産
地
消 

―

倉
石
牛
と
乾
田
直
播
栽
培
米
―

かんでんじかまきさいばいまい

かん  でん  じか  まき  さい  ばい  まい

町給食センターからの食材説明（小学生児童用）
乾田直播栽培米｢まっしぐら｣

倉石牛ハンバーグ

　
こ
の
ほ
ど
、
町
内
の
全
小
・
中

学
校
の
給
食
に
、
地
元
産
の
乾
田

直
播
栽
培
米
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
と

倉
石
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
が
出
さ
れ
、

児
童
生
徒
が
地
元
食
材
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
給
食
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　
特
産
品
を
食
材
に
使
う
給
食
は
、

町
が
平
成
17
年
度
か
ら
始
め
た
地

産
地
消
事
業
の
一
つ
。
今
回
は
農

事
組
合
法
人
く
ら
い
し
が
栽
培
し
、

町
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
た
乾

田
直
播
栽
培
米
１
６
０
キ
ロ
（
※

５
ペ
ー
ジ
記
事
参
照
）
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
最
高
級
和
牛
倉

石
牛
90
キ
ロ
を
使
用
し
た
ハ
ン
バ

ー
グ
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
中
市
小
学
校
（
金
濱
金
光
校
長
、

児
童
数
40
人
）
で
は
、
児
童
が
地

元
中
市
産
の
乾
田
直
播
栽
培
米
に

つ
い
て
校
内
放
送
を
し
て
学
習
。

乾
田
直
播
栽
培
の
ご
飯
を
食
べ
た

児
童
か
ら
は
「
４
月
に
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
見
学
し
た
時
に
教
わ
っ

た
の
で
興
味
が
あ
っ
た
」
「
い
つ

も
よ
り
ね
ば
り
が
あ
っ
て
固
め
」

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
五
戸
小
学
校
（
岩
間
和

章
校
長
、
児
童
数
４
４
５
人
）
で

は
１
月
25
日
、
倉
石
牛
ハ
ン
バ
ー

グ
が
給
食
に
登
場
。
児
童
ら
は「
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
」
「
柔

ら
か
く
て
最
高
に
お
い
し
い
」
な

ど
と
話
し
、
楽
し
そ
う
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
町
の
地
産
地
消
事
業
で
は
、
こ

れ
ま
で
特
産
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

や
五
戸
駄
菓
子
、
な
ん
ば
ん
み
そ
、

馬
肉
を
使
っ
た
給
食
が
出
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
後
は
地
元
産
ア
ピ
オ

ス
、
寒
じ
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

が
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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　老化や病気による身体的変化、退職、親しい人と
の別れなど、高齢者にはうつにかかる要因が多くあ
ります。また、認知症と間違われやすいなど、気付
かれにくく悪化させてしまうこともあります。うつ
になってしまうと、興味や感情が喪失し、今まで楽
しめたことも楽しめなくなり、閉じこもりを招きま
す。閉じこもりが続き、衰弱、筋力の低下から歩く
ことが困難になり、寝たきりへと進む場合も少なく
ありません。うつの症状に早めに気付いて医師へ
相談することが大切です。
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問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１

気付かれにくい高齢者のうつの症状気付かれにくい高齢者のうつの症状気付かれにくい高齢者のうつの症状

●高齢者にはうつにかかる要因が多くあります 高齢者のうつの症状

心の健康を保つ生活を送ろう

●つらい気持ちをゆっくり話してみよう
　口に出して話すことが解決への第一歩になります。
　身近な人や専門家にゆっくり少しずつ相談しましょう。

●考え方を変えてみよう
今日しなくてもいいことは明日やる、悩
みごとは寝る前よりも起きてから考える
など、考え方を柔軟に持ち、自分をいた
わってあげましょう。

●落ち着ける場所でくつろごう
旅行に行ったり出掛けたり
しなくても、自分が落ち着
ける場所やことを選んで、
気分転換をしましょう。

●地域の活動を知り、積極的に参加しよう
同じ世代や同じような環境の人と
交流を図ることで気晴らしができ、
心と体の健康に関する正しい知識
を得るきっかけにもなります。

●質のよい睡眠を取ろう
日中に眠くならず元気に活動でき
れば、たとえ短い睡眠時間でも質
のよい睡眠を取っている証拠です。
年齢を重ねると睡眠時間が短くな
るのは心配いりません。

乾田直播栽培米を寄贈する
竹洞信一組合長㊥

乾田直播方式の播種作業の様子

●憂うつな気分　●食欲がない
●疲れやすい、体のあちこちが痛い
●物覚えが悪くなった、物忘れが増えた
●今まで楽しめた趣味や活動に興味を持

てなくなる
●眠れない、朝早くに目が覚めてしまう
●どこか遠くに行きたい、（ここから）

いなくなりたいと考える　　　など

　
農
事
組
合
法
人
く
ら
い
し
（
竹

洞
信
一
組
合
長
）
は
１
月
７
日
、

乾
田
直
播
方
式
で
栽
培
し
た
「
ま

っ
し
ぐ
ら
」
１
６
０
キ
ロ
を
小
中

学
校
の
給
食
用
に
―
と
町
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
乾
田
直
播
方
式
と
は
、
種
も
み

を
乾
田
に
直
接
ま
く
稲
作
方
法
で

す
。
育
苗
し
た
苗
を
田
に
植
え
る

従
来
の
方
法
と
比
べ
る
と
田
植
え

時
期
の
労
働
力
（
苗
代
・
代
か
き

な
ど
）
と
育
苗
の
経
費
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
登
熟

期
間
が
長
い
た
め
、
や
わ
ら
か
く

て
弾
力
性
が
あ
り
、
う
ま
み
の
数

値
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
は
、
平
成
19
年
に
直
播

栽
培
を
開
始
し
、
３
年
目
と
な
っ

た
昨
年
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
収
量

が
７
俵
と
な
り
、
目
標
の
８
俵
に

近
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
竹
洞
組
合
長
が
役
場

を
訪
れ
、
三
浦
町
長
に
目
録
と
米

５
キ
ロ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
竹
洞
組
合
長
は
「
五
戸
で
直
播

米
が
栽
培
で
き
る
こ
と
を
将
来
の

担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。
倉
石
地
区
だ
け

で
な
く
、
町
内
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
出
向
い
て
指
導
し
た
い
」
な
ど

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　
三
浦
町
長
は
「
後
継
者
不
足
、

労
働
力
不
足
の
解
消
の
か
ぎ
と
し

て
、
直
播
と
い
う
地
域
農
業
の
一

つ
の
在
り
方
を
示
し
た
新
し
い
取

り
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
コ
メ
は
、
町
内
12
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
と
教
職
員
の
給
食
１

日
分
相
当
。
１
月
22
日
に
は
、
各

校
で
直
播
栽
培
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

法
人
く
ら
い
し
　
学
校
給
食
に

乾
田
直
播
栽
培
米
　
を
寄
贈
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　１月17日、フットベースボール交流大会
が行われ、町民らが職場の同僚や仲間の親
睦を図りながら、さわやかな汗を流しまし
た。大会はサッカーと野球が盛んな五戸町
の特徴を活かし、両方の要素を含む同競技
で、冬季間における町民の運動不足の解消
を目的に開催されています。試合では「五
戸町スポーツクラブＪＹ」が優勝しました。

　舘町神楽舞保存会（下村進会長）はこの
ほど、特別擁護老人ホーム「さくら荘」と
デイサービスセンター「にこにこプラザ五
戸」で、町無形文化財の舞を披露しました。
権現舞では、獅子頭で一人一人の肩と頭を
かんで回り、利用者らの「身固め」をして
健康を祈願しました。�

　大相撲の錦戸親方（元関脇水戸泉）が
１月26日、又重小学校（金田雅輝校長）を
訪問し、全校児童48人を前に講話を行いま
した。講話では、錦戸親方が相撲を始めた
きっかけなどを話し「努力は必ず実を結ぶ。
でも周りの人も同じ努力しているので、目
標達成には時間が掛かる。何事もあきらめ
ず頑張ってほしい」と語りました。

　第21回新春書き初め大会が１月17日、町
立公民館で行われ、参加者が１年の目標を
胸に筆を走らせました。�
　五蘊（ごうん）書道会（佐々木政司会長）
が主催したもので、子どもから大人まで29
人が参加。学年ごとに「かどまつ」「世界
平和」などの課題が与えられ、真剣な表情
で取り組みました。

　第50回全国交通安全国民運動中央大会で、
五戸地区交通安全協会（三浦俊哉会長）が
「優良交通安全協会」として表彰されまし
た。県内の地区安協としては唯一の受賞で
す。このほど三浦会長が三浦町長に受賞を
報告。町長は「これを契機にさらに交通安
全活動に励み、死亡事故ゼロが継続するよ
う頑張ってください」と激励しました。

　「社会を明
るくする運
動」県推進委
員会の作文コ
ンテストで県
知事賞を受賞
した上山歩さ
ん（倉石中２
年）が１月22
日、三浦町長
に受賞の喜び
を報告しまし
た。上山さん
は「いつも明

るい友人の笑顔に勇気をもらい、その大切
さを学んだ。その部分を頑張って書いた」
と笑顔で報告しました。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦
！

●
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
交
流
大
会

神
楽
舞
を
披
露
し
健
康
祈
願

●
舘
町
神
楽
舞
保
存
会
の
高
齢
者
施
設
訪
問

努
力
を
続
け
て
夢
を
叶
え
て

●
元
関
脇
水
戸
泉
、
又
重
小
学
校
を
訪
問

新
年
の
決
意
筆
に
込
め

●
五
戸
町
新
春
書
き
初
め
大
会

笑
顔
の
大
切
さ
｜
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

●
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
知
事
表
彰
受
賞

交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
で
24
年
ぶ
り
受
賞

●
五
戸
地
区
安
協
「
優
良
」
表
彰
を
受
賞

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！

フォト
■町内の出来事や、頑張っている�
　皆さんを紹介するコーナーです。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
た
め
、
休
日
、
祭
日
お
よ
び
診
療

時
間
外
に
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
発
熱
・
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
３
月
）

●１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,744
（14,130）
12,973
（12,913）
39,738
（40,842）
26,800
（28,237）

12,372
（12,398）
12,309
（12,176）

12,979
（13,137）

13,954
（14,440）

17,095
（16,533）

12,213
（11,967）

11,475
（11,481）
12, 20
（12, 30）

12,294
（12,232）

14,743
（16,016）
12, 20
（12,466）

12,332
（12,339）
12,337

（12,034）
14,580

（13,851）
12,544

（12,501）

12,554
（12,547）
12,360
（12,050）
16,381
（15,915）
12,350
（12,070）

11,534
（11,564）
11,383

（12,603）
18,281

（18,413）
14,593

（15,324）

11,675
（12,715）

12,388
（12,285）

17,392
（17,456）

13,386
（13,415）

皮膚科
12,178

（12,203）
12,350

（12,070）
12,136

（12,330）
12,350

（12,070）

118,505
（118,954）

114,384
（114,243）

194,300
（195,796）

140,515
（142,647）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11641
（11577）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

し
ん
ゝ
と
降
る
雪
量
を
気
に
し
眠
る

チ
ャ
イ
ム
の
音
吸
収
さ
れ
ず
に
早
春
の
朝

マ
ニ
キ
ュ
ア
を
つ
け
て
一
し
ゅ
ん
華
や
い
で

寝
返
り
て
足
の
い
た
み
し
母
思
う

窓
口
で
笑
顔
サ
ー
ビ
ス
処
方
せ
ん

〈
短
歌
〉

満
月
か
な
き
子
し
の
び
て
見
上
げ
れ
ば

そ
よ
ぐ
す
す
き
に
な
く
虫
の
こ
え

雪
ふ
り
て
後
か
た
ず
け
に
暇
も
な
く

雪
か
き
す
る
夫
に
感
謝
し

一
畳
の
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
夫
を
看
と
る

ベ
ッ
ト
の
側
で
昼
寝
す
る
も
良
し

愛
犬
の
体
調
快
復
う
れ
し
げ
に

餌
や
る
吾
の
手
し
ば
し
な
め
お
り

な
お
残
る
ゴ
ッ
ホ
の
思
い
が
黒
々
と

雪
の
上
に
立
つ
ひ
ま
わ
り
の
茎

　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　　

根
市
　
ミ
ヤ
　（
　
　
　
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

高
舘
　
達
之

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

（
弘
前
大
学
）

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　
2
日
・
16
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

ね

は

も　

 

い

え

る

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院
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上
市
川

中
　
区

古
街
道

長
　
根

中
　
道

十
文
字



決意の言葉を掲げる
生徒たち

意見発表する
新井山育未さん

左から三浦町長、三浦照男さん、
三浦広治さん、竹内教育委員長  

五戸町民と意見交換する三村知事○

第９代式守勘太夫○
（平成１３年１月場所に襲名、１９年７月で引退）

第１０分団に配備されたポンプ車

催眠商法、点検商法などにも
注意を喚起しました

第５分団に配備されたポンプ車

左

中

i

生
涯
学
ぶ 

楽
し
く
学
ぶ

   

町
民
大
学
講
座

生
涯
学
ぶ 

楽
し
く
学
ぶ

   

町
民
大
学
講
座

　
五
戸
、
川
内
、
倉
石
各
中
学
校

で
こ
の
ほ
ど
、
２
年
生
１
９
８
人

が
立
志
式
に
臨
み
ま
し
た
。
立
志

式
は
武
士
の
元
服
に
由
来
す
る
行

事
で
、
将
来
の
志
を
立
て
て
大
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
川
内
中
学
校
（
齋
藤

清
吾
校
長
）
で
は
31
人
が
参
加
。

生
徒
を
代
表
し
て
大
久
保
克
也
君

と
新
井
山
育
未
さ
ん
が
立
志
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
保

護
者
ら
が
見
守
る
中
、
２
年
生
一

人
一
人
が
「
善
」「
頑
」「
笑
」
な

ど
目
標
と
す
る
漢
字
一
文
字
を
書

い
た
色
紙
を
掲
げ
な
が
ら
立
志
宣

言
し
、
今
後
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
２
台
を
購
入
。
五
戸
町

消
防
団
第
５
分
団
（
博
労
町
　
大

釜
明
分
団
長
）
と
第
10
分
団
（
切

谷
内
　
佐
々
木
和
博
分
団
長
）
に

配
備
し
、
24
年
間
使
用
し
老
朽
化

し
た
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
に
切
谷
内
公
民
館
で

行
っ
た
第
10
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車

入
魂
式
に
は
、
分
団
員
や
消
防
・

自
治
会
関
係
者
ら
が
出
席
。
三
浦

町
長
や
川
h
団
長
、
佐
々
木
分
団

長
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
消
防

活
動
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
町
出
身
の
大
相
撲
の
行
司
・
第

９
代
式
守
勘
太
夫
（
＝
三
浦
國
男

さ
ん
）
が
行
司
衣
装
を
町
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
町
立
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
た
衣
装
は
勘
太
夫
時
代
の
も
の

で
、
烏
帽
子
、
軍
配
な
ど
記
念
の

品
々
。
１
月
20
日
に
行
わ
れ
た
贈

呈
式
に
は
三
浦
國
男
さ
ん
の
弟
の

広
治
さ
ん
と
照
男
さ
ん
が
出
席
。

三
浦
町
長
は
「
町
出
身
の
後
世
に

名
が
残
る
ほ
ど
の
行
司
か
ら
衣
装

の
寄
贈
を
受
け
て
、
と
て
も
名
誉

で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
行
う

町
民
大
学
講
座
が
こ
の
ほ
ど
、
町

立
公
民
館
で
行
わ
れ
、
約
40
名
の

参
加
者
が
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
青
森
地
方
法
務
局
八

戸
支
局
総
務
課
長
仲
田
義
明
さ
ん

が
「
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の

10
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
て
講
演
。

悪
徳
商
法
の
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
の
10
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
参
加

者
に
伝
授
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
家
族
の
中
で
秘
密

を
持
た
な
い
」
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
を
知
り
活
用
す
る
」
な
ど
、

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
こ
つ

を
学
び
ま
し
た
。

※
３
月
24
日
に
も
講
座
「
健
康
長
寿
に
つ
い
て
」

　
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　（
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
、
申
し
込
み
不
要
）

　
三
村
申
吾
知
事
と
県
民
が
将
来

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
意

見
交
換
す
る
未
来
デ
ザ
イ
ン
県
民

会
議
「
知
事
と
の
元
気
ま
る
ご
と

ト
ー
ク
」
が
１
月
14
日
、
町
立
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
三
村
知
事
と
「
五

戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
（
三
浦

榮
一
会
長
）」
の
関
係
者
４
人
が
、

五
戸
川
の
環
境
保
全
活
動
に
つ
い

て
対
談
。
知
事
は
、
清
掃
活
動
を

通
じ
て
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
み
人
づ

く
り
を
進
め
る
同
会
の
活
動
を
た

た
え
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

※
対
談
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
青
森
県
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.aom

ori.lg.jp/
kenm

inno-koe/m
irai-design.htm

l

川
内
中
で
立
志
式

川
内
中
で
立
志
式

第
５
分
団
と
第
10
分
団
に

最
新
の
ポ
ン
プ
車
配
備

第
９
代
式
守
勘
太
夫

行
司
衣
装
を
寄
贈

し
き
も
り
か
ん
だ
ゆ
う

え

ぼ

し

生
涯
学
ぶ 

楽
し
く
学
ぶ

   

町
民
大
学
講
座

知
事
と
町
民
が
対
談

幼
い
自
分
と
決
別

将
来
の
地
域
づ
く
り
へ



o

五戸町消防団員募集

大切な人、大切な自分のまちを守りたい。

自分が育った町、自分が暮らす町、そして自分が働く町。
そんなかけがえのない、大切な町を守りたい。
その思いがあれば、誰でも消防団に参加できます。
消防団の活動は消火や防災だけではありません。
火災を起こさないための防火啓発などいろいろです。
地域を知るあなただからできることが、たくさんあります。
自分の町を、みんなの町を、一緒に守りましょう。

五戸町消防団初午

●期日　３月７日（日）
●日程
・放水訓練 ７：00～ 大字浅水字浅水地内
・観　　閲 ８：30～ 中央商店街通り
・分列行進 ９：00～ 中央商店街通り
・式　　典 ９：20～ 町図書館駐車場
※当日は交通規制がありますので、
　ご協力をお願いします。 
□問  役場総務課 ℡62－2111内線214

あなたも参加して、自分の町を
みんなで一緒に守りませんか？

　五戸町消防団は、町内
に居住、または勤務して
いる18歳以上の人であれ
ば誰でも入ることができ
ます。ふるさとを守る地
域の防災リーダー・消防
団員として、あなたの力
が必要です。
□問  役場総務課
　  ℡62－2111内線214

雇
用

国
家
公
務
員
募
集

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
募
集

電気通信サービスモニター募集

　総務省では電気通信
サービスを安心・快適
に利用できるよう、満
20歳以上の方をモニタ
ーとして募集します。
□問  東北総合通信局電気通
信事業課 ℡022-221-0628
http://www.soumu.go.jp/menu
_news/s-news/23792.html

情報ステーション

●
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒（
見
込
み
）者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
５
月
２
日（
日
）

●
国
税
専
門
官
、労
働
基
準
監
督
官

○
受
験
資
格

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒（
見
込
み
）者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
14
日（
水
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
６
月
13
日（
日
）

●
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）者
な
ど 

○
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
12
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
21
日（
水
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
６
月
20
日（
日
）

●
法
務
教
官

○
受
験
資
格

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）者
な
ど 

○
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
14
日（
水
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
６
月
13
日（
日
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

○
受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
高
卒（
見
込
み
）者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
５
月
16
日（
日
）

□問
人
事
院
東
北
事
務
局 

試
験
係

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

　http:// www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載

http://w
w

w
.bureau.tohoku.ac.

jp/shiken/

●
受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
９
日（
金
）ま
で

　
郵
送
の
み
受
付
、当
日
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
５
月
16
日（
日
） 

●
採
用
時
期

原
則
と
し
て
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
と
な
り
ま
す
。

□問
東
北
大
学
本
部
内

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用

試
験
事
務
室

　
℡
０
２
２ 

│ 
２
１
７ 
│ 

５
６
７
６



川村テル 氏
字新丁27

℡62－２８０５

石渡幹郎 氏
大字扇田字西ノ沢13－3

℡67－２９０６

沼畑　清 氏
字熊ノ沢頭4－28
℡62－３２４９

もと  おいしわたりかわむら   て   る ぬまはた　　きよし

!0

育
児

遺
児
入
学
卒
業
祝
金
受
給
申
請

相
談

人
権
擁
護
委
員
再
任

募
集

県
立
北
斗
高
等
学
校
通
信
制

八
戸
中
央
高
校
分
室
生
徒
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
生
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

情報ステーション

　
町
で
は
遺
児
の
方
が
、
小
学
校

や
中
学
校
に
入
学
す
る
際
に
入
学

祝
金
を
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
際

に
卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
対

象
者
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
該
当
す
る
児
童
・
生
徒

（
五
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
方
）

①
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

死
亡
し
た
場
合

②
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

生
死
が
引
き
続
き
３
か
月
以
上

明
ら
か
で
な
い
場
合

③
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

１
年
以
上
行
方
不
明
の
場
合

④
父
か
母
ま
た
は
両
親
か
ら
、
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
父
ま
た
は
母
の
心
身
障
が
い
の

程
度
が
児
童
扶
養
手
当
法
に
該

当
す
る
状
態
に
あ
り
、
労
働
能

力
を
失
っ
て
い
る
場
合

⑥
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合

遺
児
卒
業
祝
金

・
対
象
者

　
平
成
22
年
３
月
中
学
校
卒
業
生

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
中
学
部
含
む
）

・
支
給
額
　
１
万
円

・
受
付
期
限

　
平
成
22
年
３
月
５
日（
金
）ま
で

遺
児
入
学
祝
金

・
対
象
者

　
平
成
22
年
４
月
小
学
校
入
学
児
童

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
小
学
部
含
む
）

　
平
成
22
年
４
月
中
学
校
入
学
生

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
中
学
部
含
む
）

・
支
給
額
　
７
千
円

・
受
付
期
間

　
平
成
22
年
４
月
５
日（
月
）か
ら

　
平
成
22
年
４
月
14
日（
水
）ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
認
印
）、
預
金
通
帳（
保

護
者
名
義
）、
障
が
い
者
手
帳

（
重
度
障
が
い
者
の
場
合
）

※
本
籍
地
が
五
戸
町
以
外
の
方
は

戸
籍
謄
本
（
父
ま
た
は
母
の
死

亡
の
分
か
る
も
の
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
８

　
五
戸
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
、
児
童

を
対
象
と
し
て
、
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

受
給
資
格
認
定
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
重
度
障
が
い
者

で
あ
る
家
庭
の
父
母
、
児
童

③
父
母
の
い
な
い
児
童

※
父
母
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
に
つ
き
千
円
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
が
い
状
態
に
よ
っ
て
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
が
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
認
定
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
認
印
）、
預
金
通
帳
（
保

護
者
名
義
）、
保
険
証
、
所
得
・

課
税
証
明
書
（
転
入
し
て
き
た

方
）、
障
が
い
者
手
帳
（
障
が

い
者
手
帳
の
あ
る
方
）

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 
│ 
２
１
１
１
内
線
１
３
８

●
特
色

自
学
を
基
本
と
し
、
リ
ポ
ー
ト

（
課
題
）作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
面
接
授
業
）を
中
心
に
学
習
し

ま
す
。

●
修
業
年
限

　
３
年
以
上

●
願
書
受
付
期
間

・
新
入
生

　
平
成
22
年
２
月
24
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
26
日（
金
）ま
で

・
転
編
入
生

　
平
成
22
年
２
月
24
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
18
日（
木
）ま
で

□問
八
戸
中
央
高
校
内

　
北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室

　
℡
22 

│ 

２
０
３
９

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用

し
て
３
年
で
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
す
る
「
広
域
通
信
制
高
等
学
校

普
通
科
」
の
平
成
22
年
度
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
対
象

中
学
卒
業（
見
込
み
）者
、
高
校

中
退
者
な
ど

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
22
年
４
月
20
日（
火
）必
着

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０ 

│ 

06 

│ 

８
８
８
１

　
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
１
月
１
日
付
け
で
沼
畑
清
さ

ん
と
石
渡
幹
郎
さ
ん
と
川
村
テ
ル

さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
法
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
人
権
擁
護
委
員
は
戸
籍
・
登
記
・

金
銭
問
題
な
ど
人
権
に
関
す
る
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
秘
密
を
守

り
、
問
題
解
決
の
手
助
け
を
し
ま

す
。
口
頭
・
電
話
・
手
紙
な
ど
に

よ
り
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。



１日１円で大きな補償「交通災害共済」に加入しましょう

実治療日数
180日以上

実治療日数
90日以上

スポーツ安全保険

傷害保険＋賠償責任保険＋共済見舞金

　スポーツ・文化・ボランティアなど
の団体活動に最適な保険です。５人以
上の団体でご加入ください。
※家族だけで活動する団体、プロスポーツ

を行う団体、営利活動を目的とする団体
などは加入できません。

対象となる事故
・グループ活動中の事故
・往復中の事故
保険期間

毎年４月１日から１年間
※年度途中で加入の場合は、手続きを行っ

た翌日から３月31日までとなります。

掛　　金
１人年額600円～9,000円

※団体の活動内容・年齢構成などによっ
て異なります。

□問 7スポーツ安全協会青森県支部
℡017－782－6984

※児童生徒などが各施設や学校で団体加入した場合は300円

共

済

見

舞

金

!1

市 民 農 園 開 設 の お 知 ら せ

自分の手で畑を耕して、野菜を育ててみたい人へ！

　五戸町上市川団地（大字上市川字外ノ沢）に併設して「上
市川農園」が開設されます。農園施設（トイレ・水道・休憩
所・保管庫）が完備されており、施設は高台にあることから
田園風景が見渡せ、眺めは最高です。農家以外の方で趣味や
生きがい・家族のふれあいなどのために野菜作りを楽しみた
い方をお待ちしています。

場　　所　大字上市川字外ノ沢（上市川団地隣り）
区　　画　34区画（１区画：50㎡）
料　　金　農園利用料はＨ22年に限り無料
　　　　　※別途に保管庫等の農園施設は
　　　　　１シーズン3,000円で利用できます。
申込期間　３月８日（月）から３月26日（金）まで
利用期間　４月から11月末まで
問い合わせ・申し込み先　役場農林課　℡62－2111内線264

農地の買い手募集

・大字扇田字姥坂2-1　 田　3,096㎡
・大字扇田字姥坂3-1　 田　1,378㎡
・字大久保7-1　　　　 畑　1,820㎡
・字大久保8　 　　　　  畑　1,958㎡
・字大久保9　　　　　   畑　1,681㎡
・大字切谷内字大森48　 畑　5,348㎡
※買い手には農業経営面積などの条件（あっ
　せん基準）があります。
●申込期限　平成22年３月23日（火）
●申 込 先　農業委員会 ℡62－2111内線272

航空科学館イベント開催

●「サイエンスショー
　バチバチッ！静電気で遊ぼう！」
　３月２日（火）～３月31日（水）
●「とびだせ３Ｄ映像」上映
　３月20日（土）～３月21日（日）
※詳しくはホームページ
（http://www.kokukagaku.jp/）で。
□問 青森県立三沢航空科学館  ℡0176－50－7777

　現在加入している方は３月31日で共済期間が満了します。町では、自
治会を通じて加入申込書を配布しますので、引き続き加入する方や４月
から新しく加入する方は、家族そろって加入するようお勧めします。
※施設・学校等で団体加入する場合もあるので、重複加入にならないよ
　うにお願いします。
共 済 期 間　毎年４月１日から１年間
会費（掛金）　１人年額350円
申し込み方法　掛金を添えて各自治会または役場総務課へ申し込み
　　　　　　　してください。

死亡した場合　　　　　　　　　　　　　　　　 100万円
入院180日以上含む　　　　　　　　15万円
入院90日以上含む　　　　　　　  　13万円
入院90日未満または入院なし含む　 　11万円
入院90日以上含む　　　　　　　　　8万円
入院90日未満または入院なし含む　　　6万円

実治療日数60日以上　　　　　　　　　　　　　　4.5万円
実治療日数30日以上　　　　　　　　　　　　　　3.5万円
実治療日数10日以上　　　　　　　　　　　　　　2.5万円
実治療日数10日未満　　　　　　　　　　　　　　   2万円

問い合わせ先　役場総務課　℡62－2111　内線214

福
祉

肝
臓
機
能
障
が
い
が

障
が
い
者
手
帳
の

交
付
対
象
に
な
り
ま
す

情報ステーション

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
一
定
の

基
準
を
満
た
す
肝
臓
機
能
障
が
い

が
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
の
交

付
対
象
と
な
り
ま
す
。
３
月
か
ら

申
請
受
付
を
開
始
し
、
４
月
以
降

順
次
、
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
18
歳
以
上
の
方
の
肝
臓
移
植
や

移
植
後
の
抗
免
疫
療
法
の
医
療
費

を
助
成
す
る
「
更
生
医
療
」
に
つ

い
て
も
、
手
帳
申
請
と
併
せ
て
申

請
受
付
し
ま
す（
要
事
前
申
請
）。

●
申
請
書
類

①
身
体
障
害
者
診
断
書
②
顔
写

真
２
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）③

印
鑑

※
更
生
医
療
を
同
時
申
請
す
る
場

合
は
④
更
生
医
療
給
付
要
否
意

見
書
⑤
保
険
証
（
こ
の
ほ
か
収

入
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
診
断
書
・
意
見
書
は
役
場
福
祉

保
健
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│

２
１
１
１
内
線
１
３
７
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スポーツの三羽烏
○根岸甫三　○村上源三
○松尾由雄　　　　　　

五戸村青年会運動会（稲荷神社）

敗戦で坊主頭にされた五戸小野球部選手

浅田村消防組

左 中

右

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，５６１人　（－９）

　女　１０，２８３人　（－１８）

総人口１９，８４４人　（－２７）

世帯数１６，９８６世帯（－８）

平成22年２月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

№181

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
②

　
青
年
運
動
会
、
ス
ポ
ー
ツ
３
羽
烏
な
ど
」

　
古
里
四
十
八
景
を
掲
載
し
、
記

憶
の
中
の
一
枚
一
枚
か
ら
過
去
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
明
日
の
生
活

の
糧
に
し
て
欲
し
い
と
願
う
。

①
浅
田
村
消
防
組

　
地
方
消
防
組
競
技
演
習
に
参
加

し
た
の
は
五
戸
、
浅
田
、
中
市
の

三
か
村
だ
け
で
、
明
治
39
年
９
月

10
日
、
八
戸
警
察
署
五
戸
分
署
前

で
記
念
写
真
を
写
し
て
い
る
。

②
五
戸
村
青
年
会
運
動
会

　
明
治
31
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
青

年
運
動
会
は
、
上
大
町
稲
荷
神
社

で
参
加
者
九
十
人
で
行
わ
れ
、
年

ご
と
に
増
え
、
第
六
回
目
に
は
倍

以
上
の
参
加
者
に
増
え
て
い
た
。

　
右
の
建
物
は
本
殿
、
左
駒
形
神

社
周
囲
は
杉
や
ケ
ヤ
キ
が
繁
り
、

夜
は
善
男
善
女
の
盆
踊
り
で
若
者

の
社
交
場
と
な
っ
た
。

③
五
戸
小
野
球
部

　
明
治
32
年
ご
ろ
、
松
尾
由
雄
が

盛
岡
中
学
に
進
み
、
夏
休
み
は
母

校
の
少
年
た
ち
に
野
球
の
指
導
を

し
て
、
捕
球
や
ル
ー
ル
を
解
説
。

　
一
高
の
名
遊
撃
手
安
方
選
手
を

一
週
間
招
い
て
勉
強
会
を
開
き
、

八
戸
、
三
戸
、
三
本
木
の
学
校
対

抗
試
合
で
は
数
年
間
、
一
度
も
負

け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
、
41
年
夏
休
み
に
三

本
木
農
校
か
ら
挑
戦
を
受
け
、

「
何
を
田
舎
農
校
め
！
」

と
な
め
て
遠
征
し
、
一
対
〇
と
い

ま
だ
か
つ
て
一
度
も
な
か
っ
た
ス

コ
ン
ク
ゲ
ー
ム
（
完

封
）
で
敗
れ
、
全

員
頭
を
剃
っ
て
先

輩
、
後
輩
に
謝
罪

す
。

　
そ
の
後
、
選
手

一
同
は
切
磋
琢
磨

し
、
回
復
に
努
め

た
。
由
郎
は
五
戸

野
球
協
会
の
初
代

会
長
に
就
任
、
昭

和
10
年
の
急
死
ま

で
経
費
の
面
倒
を

見
て
い
た
。

④
ス
ポ
ー
ツ
の
三
羽
烏

　
運
動
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な

れ
ば
椅
子
に
座
り
、
二
―
三
位
は

横
に
立
っ
て
記
念
写
真
を
写
す
。

当
時
、
陸
上
で
大
活
躍
し
た
の
は

１
位
、
村
上
源
三
（
新
町
）

２
位
、
松
尾
由
雄
（
荒
町
）

３
位
、
根
岸
甫
三
（
上
大
町
）

　
三
人
と
も
運
動
神
経
が
す
ぐ
れ

村
上
は
二
年
連
続
一
位
、
倉
沢
塾

か
ら
研
修
を
受
け
、
切
谷
内
、
蛯

川
、
五
小
の
教
員
を
勤
め
、
そ
の

後
、
尻
内
機
関
区
事
務
職
員
と
な

っ
た
が
、
悪
性
貧
血
症
で
急
死
。

　
松
尾
家
は
五
戸
に
来
て
玄
按
、

玄
晁
、
由
郎
、
由
雄
と
四
代
目
の

医
師
。
そ
し
て
由
也
、
現
在
の
博

由
氏
と
続
く
。

　
根
岸
は
教
員
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
、
五
戸
八
幡
宮
別
当
を
務
め

る
。
子
孫
は
十
和
田
に
在
住
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

せ
っ
さ
た
く
ま

そ

ぜ
ろ

が
ら
す



役場窓口業務のご案内役場　　業務のご案内役場窓口業務のご案内
◆主な証明書等 

担当課

税務課

戸籍等

印鑑等

住民課

分　類

住民票等

その他
証明書

資　産

所　得

納　税

項　　　　目
全部事項証明書（戸籍謄本）
個人事項証明書（戸籍抄本）
除籍謄本・抄本 
改製原戸籍謄本・抄本 
戸籍附票謄本・抄本 
身分証明書 

印鑑登録（本人申請）

★住民票の写し 

★住民票記載事項証明書 

★所得証明書 
★所得課税証明書 

★納税証明書 
★軽自動車納税証明書（車検用）

★公課証明書 

★外国人登録原票記載事項証明書

★資産証明書 

★印鑑登録証明書（本 人 申 請）
　　　　　　　　（代理人申請）

必　要　な　も　の

印鑑登録証 

なし　同一世帯以外の代理申請の場合は
委任状が必要となります。

車検証の写し

印鑑登録証　代理人の認印 
証明用紙 
請求者・使用目的により制限がありますので担当課へお問
い合わせください。 

戸籍・住民票等の請求には、請求者・使用目的により制限
がありますので担当課へお問い合わせください。 

登録する印鑑　身分証明書（運転免許証等官公署が
発行した顔写真付きのもの）
上記の身分証明書がない方、また代理人でも申請できます
ので担当課へお問い合わせください（即日交付できない場
合があります）。 

手数料

４５０円

７５０円

７５０円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

無　料

筆数により
３００～６００円

筆数により
３００～６００円

３００円

３００円

３００円

◆主な届出（住民異動等）

項　目
出　生
死　亡
婚　姻
離　婚
※複雑な場合や書類等がほかにも必要になる場合もありますので、事前に担当課へお問い合わせください。 

※児童手当・児童扶養手当を受けている方、小中学校に在学している方などは、それぞれ担当課で手続きが必要です。

届　出　期　間
出 生 日 か ら　１４日以内

転　入 住 ん で か ら　１４日以内

住 居 を 移 す 前
転　居

国　保

加入

脱退

転　出
移 っ て か ら　１４日以内

○職場の健康保険をやめたとき 

上記のほか、
次 の 事 由 か ら　１４日以内

○職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 
○生活保護を受けなくなったとき 
○職場の健康保険に加入したとき 
○職場の健康保険の被扶養者になったとき 
○生活保護を受けるようになったとき 

診断書発行から　　７日以内

期間の定めなし

必　要　な　も　の

認印　死亡診断書　国民健康保険証（加入者）
認印　出生証明書　母子健康手帳　国民健康保険証（加入者）

届書　認印　身分証明書 

認印　国民健康保険証（加入者）
認印　転出証明書

認印　国民健康保険証（加入者）

認印　被扶養者でない理由の証明書 
認印　職場の健康保険をやめた証明書 

認印　保護廃止決定通知書 
認印　国保と職場の健康保険の両方の保険証
　　　（または加入・扶養になった証明書）
認印　保険証　保護開始決定通知書 

届出人の戸籍謄本（本籍地以外に届出をする方）

午後７時まで受け取りができます（役場庁舎のみ）

上記のうち★印の証明書等は、事前に予約をすれば午後７時まで役場庁舎で受け取ることができます。

●予 約 方 法　平日の午前９時から午後４時までに、各担当課へ電話で予約してください。（仮申請） 

●交 付 時 間　午後５時から午後７時まで

●利用できる人　本人が請求し、本人が受け取ります。（代理・委任はできません）

●受け取り方法　受け取る際に、本人による申請書を提出していただきます。
　　　　　　　　本人と確認できる書類（運転免許証、保険証など）を持参してください。 

※証明書等は、川内・浅田・倉石各支所でも交付できます。 
※その他証明書に関することは、担当課へお問い合わせください。 

※その他の届出に関することは、担当課へお問い合わせください。



● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

●１０か月児健康相談（２１年４・５月生）

日 記念日等

家庭の日
春分の日

振替休日

行　　事　　等

所得税の確定申告期限　３月１５日

消費税および地方消費税の
　申告納税期限（個人事業者）３月３１日

婦人運動月間

　五戸町消防団では新入団員を
募集しています。�
　地域の防災リーダーとして活
躍する消防団に多くの入団をお
待ちしています。�
●問い合わせ先　役場総務課�
　℡６２－２１１１　内線２１４
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記念日等日 行　　事　　等

12：30～12：50受付

● お話会 14：00～15：00 町図書館

● 五戸町消防団初午 中央商店街通りほか

● トコトコ教室（浅田地区）  9：30～11：30

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティ
センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館
 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ２歳６か月児健康相談（１９年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

旧地域保健
センター

● ３か月児健康診査（２１年１１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健
センター

浅水活性化
センター

青森県交通事故相談所のご案内

３３ ●期日　月～金曜日（祝日、
　　　　年末年始を除く）�

●時間　８：３０～１７：３０

●場所　青森県庁　北棟１階
　　　（面接相談は要予約）

●電話　０１７－７３４－９２３５
　　　（FAX兼）

　相談者から希望が
あった場合、八戸･
十和田･弘前･五所川
原･むつの５市で実
施しています。

（要予約）

兎内・岩ノ脇・

志戸岸

蛯川・根前・

下井田

町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

博労町

博労町・豊間内

博労町

下大町

下大町・新町

新町

ひばり野

上大町・荒町

川原町

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● 移動図書館巡回日

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

 9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

緊急！ 住宅火災警報発令！
住宅に火災警報器を設置しましょう

五戸町消防団
新入団員募集！

今年に入り、多数の死傷者を出す非常に痛ましい住宅
火災が全国で相次いで発生しています。
住宅火災の死者の６割が『逃げ遅れ』によるものです。
『住宅用火災警報器』は、火災を早期に発見し、住宅
火災から死者をなくす『切り札』です。
大切な財産を守るため、まだ設置していない家庭は
早期に設置をお願いします。問 消防本部℡４４－２１３３

常設相談 移動相談

火災情報　　　２２－２１１１

緊急通報FAX　２２－０１１９

火災・救急・救助は１１９

所得税・町県民税申告
９：００～１１：００、１３：００～１５：００受付

対象地区 会場

 9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

 9：30～11：30 豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区）

● １歳６か月児健康診査（２０年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～15：00

10：30～12：00

町立公民館

町図書館● 絵本のへや

● 町民大学講座（全地区合同）健康長寿について
13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

12：20～12：50受付 総合病院

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日



● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

●１０か月児健康相談（２１年４・５月生）

日 記念日等

家庭の日
春分の日

振替休日

行　　事　　等

所得税の確定申告期限　３月１５日

消費税および地方消費税の
　申告納税期限（個人事業者）３月３１日

婦人運動月間

　五戸町消防団では新入団員を
募集しています。�
　地域の防災リーダーとして活
躍する消防団に多くの入団をお
待ちしています。�
●問い合わせ先　役場総務課�
　℡６２－２１１１　内線２１４
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記念日等日 行　　事　　等

12：30～12：50受付

● お話会 14：00～15：00 町図書館

● 五戸町消防団初午 中央商店街通りほか

● トコトコ教室（浅田地区）  9：30～11：30

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティ
センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館
 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ２歳６か月児健康相談（１９年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

旧地域保健
センター

● ３か月児健康診査（２１年１１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健
センター

浅水活性化
センター

青森県交通事故相談所のご案内

３３ ●期日　月～金曜日（祝日、
　　　　年末年始を除く）�

●時間　８：３０～１７：３０

●場所　青森県庁　北棟１階
　　　（面接相談は要予約）

●電話　０１７－７３４－９２３５
　　　（FAX兼）

　相談者から希望が
あった場合、八戸･
十和田･弘前･五所川
原･むつの５市で実
施しています。

（要予約）

兎内・岩ノ脇・

志戸岸

蛯川・根前・

下井田

町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

博労町

博労町・豊間内

博労町

下大町
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ひばり野

上大町・荒町

川原町

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● 移動図書館巡回日

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

 9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

緊急！ 住宅火災警報発令！
住宅に火災警報器を設置しましょう

五戸町消防団
新入団員募集！

今年に入り、多数の死傷者を出す非常に痛ましい住宅
火災が全国で相次いで発生しています。
住宅火災の死者の６割が『逃げ遅れ』によるものです。
『住宅用火災警報器』は、火災を早期に発見し、住宅
火災から死者をなくす『切り札』です。
大切な財産を守るため、まだ設置していない家庭は
早期に設置をお願いします。問 消防本部℡４４－２１３３

常設相談 移動相談

火災情報　　　２２－２１１１

緊急通報FAX　２２－０１１９

火災・救急・救助は１１９

所得税・町県民税申告
９：００～１１：００、１３：００～１５：００受付

対象地区 会場

 9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

 9：30～11：30 豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区）

● １歳６か月児健康診査（２０年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～15：00

10：30～12：00

町立公民館

町図書館● 絵本のへや

● 町民大学講座（全地区合同）健康長寿について
13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

12：20～12：50受付 総合病院

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日



● 三種混合　　　　　　予防接種

● ポリオ予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４／１～５／３１　役場税務課�     

平成２２年度資産証明書発行開始　　　　４／１～　　　　役場税務課・各支所

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間（～５月）�                     

未成年者飲酒防止強調月間�                    

河川美化月間�                     
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13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

12：20～12：50受付 総合病院

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

町図書館

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

14：00～15：00● お話会

町図書館10：30～12：00● 絵本のへや

倉石温泉13：30～16：00● 行政相談

12：20～12：50受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 ３か月児健康診査（２１年１２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

世界保健デー

交通事故死ゼロ
を目指す日


